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質 問 事 項 ３ 読売マラソンの地元ランナー優先枠の拡大について 

 

昨年１２月１５日に開催された第５０回記念の防府読売マラソン大会は、好 

天にも恵まれ、大変な盛り上がりでございました。 

  今回の記念大会では、スタートをソルトアリーナ前の県道に変更されたり、

より良い記録を狙えるようにコースを反時計まわりに変更されたり、大会専用

ホームページを開設されたり、地元ランナー優先枠である幸せます防府枠を従 

来の３０名から１００名に増員されたり、前夜祭を後夜祭に変更されたり等々、

記念大会を盛り上げるための様々な工夫をしてくださったことにより、参加し

てくださった選手の皆さまも、お手伝いをしてくださったボランティアの皆さ

まも、沿道で応援をしてくださった市民の皆さまも、とても満足し、喜んでく

ださったものと感じております。 

  さて、今回の記念大会で特別に設けられた地元ランナーが優先出場できる、

幸せます防府枠でございますが、３０名から１００名に増やして頂けたことで、

これまでは、なかなか当たらなかったが、やっと参加できたという声や、走る

雄姿を家族や友達に見て貰えて嬉しかったなどの声が多く届いております。 

  防府市民のランナーが一人参加できることで、その友人がボランティアスタ

ッフとして参加してくださったり、その雄姿を一目見ようと、沿道に出てくだ

さったりと、大会の盛り上がりに大いに寄与するのだろうと感じたところでご

ざいます。 

  そこで質問でございますが、今年以降の大会についても、この市民ランナー

が優先される、幸せます防府枠を、昨年の記念大会同様に、１００名で継続し

て欲しいと願っておりますが、執行部としては、いかがお考えでしょうか。来

年に向けての考えておられる改善点などを併せて、教えてください。 


